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「第 50 回はちのへ菊まつり」新型コロナウイルス感染症の感染防止対策マニュアル 

新型コロナウイルス感染症が疑われる症状が出た場合の対応 

 

                         作成日：令和３年１０月 
八戸菊まつり運営委員会 

八戸市公園緑地課 

 

第 50 回はちのへ菊まつり（以下「菊まつり」という。）の開催にあたり、新型コロ

ナウイルス感染症（以下「コロナ」という。）の感染防止を図るために作成した「新型

コロナウイルス感染症に係る感染防止対策マニュアル」と連動し、感染が疑われる症

状の者（以下「対象者」という。）を確認した場合の具体の対応については、次のよう

に定めるものとする。 

 なお、対応にあたっては、迅速に情報の確認を行い、菊まつり本部（以下「本部」

という。）や関係機関等に報告し、指示等があった場合には、その指示に従い速やかな

行動をとる。また、行動をとる際、感染の疑いのある者への対応は、感染防止対策に

万全を期したうえで対応にあたる。 

 

１.新型コロナウイルス感染症が疑われる症状（37.5 度以上の熱、息苦しさ、咳、倦

怠感等）が出た場合 

① 来場者の対応 

(１)初期行動 (来場者からの申し出、スタッフが疑わしい人を確認) 

   ○ 複数人で対応する。 

○ 対応者は、本部の職員など必要最低限の人数で対応し、対応する場合には、マ

スクは必ず着用し、手袋、消毒液を携行する。 

○ 対象者に対して、会場内での行動歴や他に接触者がいないか確認し、内容を

記録する。 

○ 職員は、聞き取り内容等の第一報を責任者（公園緑地課長）に連絡し、責任者

は八戸市保健所（以下「保健所」という。）に連絡し、その指示に従う。 

      (連絡先)  受診・相談センター(八戸市保健所) 0178-38-0729 

   

 ■保健所から指示を仰ぐ主な事項 

    ・対象者がとる行動(対象者等の移動が必要か。移動が必要な場合の移動場

所や移動方法、付添者が必要か否か。付き添いが必要な場合に注意するこ

となど) 
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    ・消毒する範囲 

    ・プライバシーに配慮した対応 

    ・菊まつり開催継続等に対する助言 

    ・その他特に注意すべきこと 

 

 (２)初期行動後の対応 

○ 対象者が接触した場所の消毒を実施する。 

○ 保健所の指示に従い、対象者との接触が認められ待機が必要となる者は、で 

  きるだけ人が接触しない場所で待機するよう誘導する。 

  

② スタッフへの対応 

(１)スタッフに疑われる症状が出た場合(自宅など業務場所以外で出た場合) 

  ○ 従事前に疑われる症状が出た場合には、自宅待機とし、速やかに保健所に連

絡し、保健所の指示に従う。 

  ○ 当該スタッフは、責任者に連絡し、保健所に連絡したことを伝える。 

○ 保健所の指示により、他のスタッフの症状を確認する。 

 

(２)スタッフに疑われる症状が出た場合(業務時間内) 

  ○ 業務時間内に疑われる症状が出たスタッフは、速やかに本部、責任者に報告

する。 

  ○ 本部は、速やかに保健所に連絡し、指示等を仰ぐ。 

  ○ 本部は、感染が疑われるスタッフから接触場所や行動歴を確認するとともに、

接触場所については、感染防止対策を講じて速やかに消毒を行う。 

 

   ■保健所から指示を仰ぐ主な事項 

    ・対象者がとる行動(対象者等の移動が必要か。移動が必要な場合の移動場

所や移動方法、付添者が必要か否か。付き添いが必要な場合に注意するこ

となど) 

    ・消毒する範囲 

    ・菊まつり開催継続等に対する助言 

    ・その他特に注意すべきこと 
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２.新型コロナウイルス感染症の検査により陽性と判明した場合 

① 来場者が陽性と判明した場合 

○本部の対応 

 ・保健所の指示に従うとともに、事務局と施設管理者は情報を共有し対応を行う。 

 

３.プライバシーに配慮した対応 

 ＰＣＲ検査で陽性が判明するまでは、感染者ではありません。 

誹謗中傷や偏見差別が発生しないよう、情報管理を徹底し、感染者及び感染が疑わ

れる者のプライバシーを保護するとともに、関係機関と連携、協力し、市民の不安解

消や感染拡大の防止を図る。 

 

４.コロナの感染状況による開催継続の判断 

県ガイドライン（感染状況と開催の判断基準）及び新型コロナウイルス感染症の感

染状況により、必要に応じてコロナの感染状況の情報収集や保健所等の指導機関  

の指示、助言を得ながら、中止又は縮小等の協議を行い決定する。 

 

５.「感染疑い」発生時の対応 

県ガイドライン（感染及び感染疑い発生時の対応フロー）に基づき対応する。 

  

 

以上、上記に記載されていない項目や内容であっても、国、県、市、関係機関の指

導、助言等に基づき、コロナの感染状況に応じて、感染防止や拡大を防ぐために必要

な措置を講じる。 


